
　
女
流
理
系
漫
画
家
「
は
や
の
ん
」
さ
ん
の
「
キ
ラ
リ

研
究
開
発
」
は
次
回

月

日
に
掲
載
予
定
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
本
体
。腹
部
を
枕
に
し
て
寝
る
と
Ｓ
Ａ
Ｓ
の

症
状
を
検
知
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
手
が
顔
を
刺
激
す
る

使
用
時
の
様
子
。腹
部
を
枕
に
し
て
使
う

　

　

　
【
用
語
】
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

Ｓ
Ａ
Ｓ

睡
眠

時
に

秒
以
上
の
呼
吸
停
止
ま
た
は
低
呼
吸
に
な
る
病
気

で
、
高
血
圧
や
脳
卒
中
な
ど
の
合
併
症
の
要
因
と
な
る
。

日
本
で
は
約
２
０
０
万
人
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

る
。
気
道
が
閉
じ
て
し
ま
う
閉
塞
性
と
脳
の
睡
眠
中
枢
に

原
因
が
あ
る
中
枢
性
、
二
つ
を
あ
わ
せ
た
混
合
型
の
３
種

類
が
あ
り
、
患
者
の
お
よ
そ
９
割
は
閉
塞
性
Ｓ
Ａ
Ｓ
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
早
稲
田
大
学
の
可
部
明
克
教
授
ら
は
、
寝
て
い
る
間
に
呼
吸
が
止

ま
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

Ｓ
Ａ
Ｓ
、
用
語
参
照

の
患
者
を
支

援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
「
じ
ゅ
く
す
い
君
」
を
開
発
し
た
。
患
者
が
寝
て

い
る
間
に
血
中
酸
素
量
や
い
び
き
音
か
ら
呼
吸
の
停
止
を
検
知
す
る

と
、
患
者
が
頭
を
動
か
し
て
気
道
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
顔
を
刺
激
す
る
。
患
者
は
指
に
セ
ン
サ
ー
を
付
け
る
だ
け
の
た

め
、
体
へ
の
負
担
も
少
な
い
。

　
舌
や
首
周
り
の
脂
肪
な
ど
に
よ
り

気
道
を
ふ
さ
が
れ
る
閉
塞
性
Ｓ
Ａ
Ｓ

そ
く

へ
い

の
患
者
が
対
象
。
家
族
の
負
担
も
軽

減
で
き
る
。
臨
床
試
験
を
進
め
て
効

果
や
性
能
を
評
価
し
、
実
用
化
を
目

指
す
。
９
―

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト

東
京
都
江
東
区

で
開
か
れ

る
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
に
出
展
す
る
。

　
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
大
き
な
い
び
き
や
不
安

か
ら
患
者
だ
け
で
な
く
家
族
に
も
大

き
な
負
担
が
か
か
る
た
め
、
治
療
に

加
え
て
睡
眠
中
の
対
策
が
必
要
と
さ

れ
る
。
現
在
は
、
患
者
に
マ
ス
ク
を

付
け
て
気
道
に
空
気
を
送
り
込
む
Ｃ

Ｐ
Ａ
Ｐ
と
い
う
治
療
法
が
主
流
だ

が
、
コ
ー
ド
や
マ
ス
ク
で
体
が
固
定

さ
れ
る
た
め
患
者
の
負
担
が
大
き

い
。

　
新
手
法
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
腹
部
が
枕

に
な
っ
て
お
り
、
中
の
集
音
マ
イ
ク

や
指
に
付
け
た
セ
ン
サ
ー
で
い
び
き

音
や
血
中
酸
素
濃
度
を
測
定
す
る
。

本
体
の
重
さ
は
２

程
度
で
、
人

の
体
を
介
し
て
通
信
す
る
電
界
通
信

技
術
を
使
っ
て
い
る
た
め
コ
ー
ド
が

不
要
。
計
測
デ
ー
タ
は
無
線
通
信
で

パ
ソ
コ
ン
に
送
ら
れ
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
特

有
な
周
波
数
の
い
び
き
音
や
３
％
以

上
の
血
中
酸
素
濃
度
の
低
下
な
ど
を

検
知
す
る
と
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
腕
部
が
顔
を
刺
激
し
て
不
快
感
を

与
え
、
患
者
が
頭
を
動
か
す
よ
う
に

促
す
。
頭
が
動
け
ば
気
道
は
確
保
さ

れ
る
。

　
症
状
の
判
定
基
準
は
診
断
に
使
わ

れ
る
問
診
票
を
基
に
設
定
し
た
。
医

者
の
診
断
と
比
較
し
て
も
７
―
８
割

の
整
合
性
が
あ
る
と
い
う
。
今
後
は

臨
床
試
験
に
加
え
て
装
置
の
小
型
化

や
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
な
ど
を
進
め

る
。

睡眠時無呼吸症候群

早大が患者支援ロボいびきから呼吸停止検知

顔
を
刺
激
し
気
道
確
保

要素技術を共同研究テラと国際医療研究センター樹状細胞ワクチン療法
厚
さ
半
分
以
下
�
物
材
機
構
が
開
発
高
密
度
Ｈ
Ｄ
Ｄ
再
生
ヘ
ッ
ド
向
け
磁
気
抵
抗
素
子

　　 ２０１１年 平成２３年 １１月７日 月曜日 　　 （ ）

血
栓
阻
害
酵
素
で

血
液
が
ん
増
殖
抑
制

東
　
　
大

　
東
京
大
学
の
服
部
浩
一
特

任
准
教
授
ら
は
マ
ウ
ス
を
使

い
、
血
液
の
が
ん
と
言
わ
れ

る
悪
性
リ
ン
パ
腫
や
白
血
病

で
、
が
ん
の
増
殖
を
抑
え
る

手
法
を
開
発
し
た
。
血
管
の

詰
ま
り
が
引
き
起
こ
す
血
栓

を
作
り
に
く
く
す
る
酵
素

「
プ
ラ
ス
ミ
ン
」
が
、
が
ん

細
胞
の
転
移
や
拡
大
を
促
す

酵
素
に
作
用
す
る
こ
と
に
着

目
。
リ
ン
パ
腫
や
白
血
病
を

発
症
さ
せ
た
マ
ウ
ス
に
、
プ

ラ
ス
ミ
ン
の
阻
害
剤
を
投
与

す
る
と
、
体
内
の
が
ん
細
胞

の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
従
来
の
抗
が
ん
剤
と
異
な

り
、
細
胞
を
殺
さ
ず
副
作
用

も
な
か
っ
た
と
い
う
。
リ
ン

パ
腫
や
白
血
病
に
対
す
る
新

し
い
治
療
法
の
開
発
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
◆
９
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
独
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー

研
究
機
構
　
９
日
に
東
京
・

丸
の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
の
効
率

的
活
用
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
く
。
ハ
ン
ス
・

ヨ
ル
グ
・
ブ
リ
ン
ガ
ー
同
機

構
理
事
長
の
講
演
ほ
か
、
傘

下
の
５
研
究
所
が
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
開
発

を
紹
介
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
日

本
代
表
部

０
３
・
３
５
８

６
・
７
１
０
４

ま
で
。

研
究
成
果
を
発
表

日
に
シ
ー
ズ
展

東
　
洋
　
大

　
【
川
越
】
東
洋
大
学
は
同

大
学
教
員
の
研
究
成
果
を
発

表
す
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

シ
ー
ズ
展
２
０
１
１
―
大
学

の
知
の
発
信
」
を

日

時

半
か
ら
埼
玉
県
川
越
市
の
川

越
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
く
。
マ

イ
ク
ロ
マ
シ
ン
や
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
関
連
を
は
じ

め
、

件
程
度
の
研
究
成
果

を
パ
ネ
ル
展
示
す
る
予
定
。

研
究
に
携
わ
る
大
学
教
員
や

大
学
院
生
が
説
明
す
る
。
参

加
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不

要
。今
回
で
６
回
目
。

　
東
日
本
大
震
災
関
連
の
講

演
や
実
験
も
同
日
併
催
。

時

分
か
ら
は
同
大
学
の
鈴

木
崇
伸
理
工
学
部
都
市
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
が
「
東

日
本
大
震
災
と
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
被
害
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
東
洋

大
学
工
業
技
術
研
究
所

０

４
９
・
２
３
９
・
１
３
２

２
へ
。

　
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
テ

ラ
と
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
は
、
免
疫
を
利
用
し

た
が
ん
の
治
療
法
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
「
樹
状
細
胞

ワ
ク
チ
ン
療
法
」
の
要
素
技

術
に
関
す
る
共
同
研
究
契
約

を
結
ん
だ
。
樹
状
細
胞
は
免

疫
細
胞
で
あ
る
リ
ン
パ
球

に
、
細
菌
や
が
ん
組
織
な
ど

を
攻
撃
さ
せ
る
司
令
塔
の
役

割
を
持
つ
。
樹
状
細
胞
ワ
ク

チ
ン
療
法
に
使
う
樹
状
細
胞

に
必
要
な
、
同
細
胞
へ
の
が

ん
組
織
な
ど
の
取
り
込
み
方

法
を
検
討
す
る
。
樹
状
細
胞

ワ
ク
チ
ン
療
法
の
治
療
効
果

の
向
上
を
目
指
す
。

　
患
者
の
体
内
に
あ
る
樹
状

細
胞
を
取
り
出
し
大
量
培
養

し
た
後
、
が
ん
組
織
や
が
ん

の
目
印
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質

を
同
細
胞
に
覚
え
込
ま
せ

る
。
そ
の
後
、

教
育
さ
れ

た

同
細
胞
を
再
び
患
者
の

体
に
戻
す
と
、
同
細
胞
が
リ

ン
パ
球
に
が
ん
の
情
報
を
教

え
、
リ
ン
パ
球
が
が
ん
細
胞

の
み
を
攻
撃
す
る
仕
組
み

だ
。
患
者
自
身
の
細
胞
を
使

う
治
療
法
な
の
で
、
副
作
用

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。

　
物
質
・
材
料
研
究
機
構
は

高
密
度
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

ド
ラ
イ
ブ

Ｈ
Ｄ
Ｄ

に
搭

載
す
る
再
生
ヘ
ッ
ド
に
適
し

た
磁
気
抵
抗
素
子
を
開
発
し

た
。
強
磁
性
体
で
あ
る
コ
バ

ル
ト
合
金
の
薄
膜
を
使
っ
た

３
層
構
造
の
素
子
で
、
厚
さ

は

ナ
ノ
は

億
分

の
１

寸
法
と
現
在
の
膜
の

半
分
以
下
に
薄
型
化
し
た
。

１
平
方

当
た
り
２

テ
ラ
は
１
兆

を
超
え
る

高
密
度
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
再
生
ヘ
ッ

ド
と
し
て
の
応
用
が
見
込
め

る
。
米
物
理
学
誌
ア
プ
ラ
イ

ド
・
フ
ィ
ジ
ク
ス
・
レ
タ
ー

ズ
電
子
版
に
発
表
し
た
。

　
物
材
機
構
の
宝
野
和
博
磁

性
材
料
ユ
ニ
ッ
ト
長
の
グ
ル

ー
プ
が
、
日
本
学
術
振
興
会

の
中
谷
友
也
特
別
研
究
員
と

共
同
で
開
発
し
た
。
コ
バ
ル

ト
基
ホ
イ
ス
ラ
ー
合
金
を
使

っ
て
、
非
磁
性
体
を
強
磁
性

体
で
挟
ん
だ
３
層
構
造
の
素

子
を
作
り
、
「
面
直
電
流

型
」
の
３
層
磁
気
抵
抗
素
子

を
試
作
し
た
。
強
磁
性
層
の

間
に
反
強
磁
性
の
交
換
結
合

が
作
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の

素
子
の
約
４
倍
の
磁
気
抵
抗

変
化
量
を
得
た
と
い
う
。

　
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
再
生
ヘ
ッ
ド
に

は
現
在
、
ト
ン
ネ
ル
磁
気
抵

抗

Ｔ
Ｍ
Ｒ

を
利
用
し
た

素
子
が
使
わ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
１
平
方

当
た
り
２

以
上
の
高
密
度
記
録
を
実

現
す
る
に
は
、
二
つ
の
磁
性

層
を
分
け
る
「
ス
ペ
ー
サ

ー
」
と
呼
ぶ
層
を
金
属
で
作

る
電
流
面
垂
直
型
の
巨
大
磁

気
抵
抗

Ｇ
Ｍ
Ｒ

を
使
う

こ
と
が
有
望
と
み
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
従
来
は
素
子

の
膜
厚
を

以
下
に
抑

え
る
こ
と
が
難
し
く
、
Ｇ
Ｍ

Ｒ
を
使
っ
た
再
生
ヘ
ッ
ド
の

開
発
が
難
し
か
っ
た
。


